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こ
の
賞
は
、
明
治
か
ら
昭
和

に
か
け
て
女
流
画
家
と
し
て
活

躍
し
た
故
亀
高
文
子
氏
（
兵
庫

県
文
化
賞
受
賞
者
）
の
遺
族
か

ら
の
寄
付
を
も
と
に
、
平
成
4

年
度
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。「
赤

艸
社
」
の
名
称
は
同
女
史
が
設

立
し
、
赤
い
屋
根
を
持
っ
て
い

た「
赤
艸
社
女
史
洋
画
研
究
所
」

に
ち
な
ん
で
名
づ
け
ら
れ
た
も

の
で
す
。
平
成
４
年
度
よ
り
洋

画
の
創
作
を
通
じ
て
県
民
文
化

の
高
揚
に
功
績
が
あ
っ
た
女
流

洋
画
家
を
顕
彰
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
初
年
度
か
ら
今

年
度
ま
で
の
歴
代
受
賞
者
の
作

品
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

【
会
期
】
３
月
５
日
㈮
～
14
日

㈰
10
時
～
17
時

【
場
所
】
兵
庫
県
民
ア
ー
ト
ギ

ャ
ラ
リ
ー
大
展
示
室
（
兵
庫
県

民
会
館
２
階
）

【
観
覧
料
】
無
料

【
出
展
者
】
中
村
百
合
子
、
ユ

タ
カ
順
子
、
鴨
下
葉
子
、
角 

迪
子
、
大
島
泰
子
、
坂
口
知
子
、

津
田
仁
子
、
田
村
枝
津
子
、
中

辻
悦
子
、
世
良
臣
絵
、
金
月
炤

子
、
浜
田
公
子
、
山
崎
つ
る
子
、

藤
原
志
保
、
中
島
千
恵
、
井
上

よ
う
子
、
栃
原
敏
子
、
児
玉
靖

枝
、
善
住
芳
枝
、
小
林
欣
子
、

河
本
和
子
、
河
合
美
和
、
森
本

紀
久
子
、
鈴
木
邦
江
、
片
山
み

や
び
、
内
藤
絹
子
、
高
野
カ
ヨ
、

山
﨑
由
佳
、
藤
飯
千
尋
、
柴
田

知
佳
子
（
受
賞
年
度
順
、
敬
称

略
）

【
主
催
】
亀
高
文
子
記
念
―
赤

艸
社
賞
歴
代
受
賞
者
作
品
展
実

行
委
員
会

【
特
別
協
力
】（
公
財
）
兵
庫
県

芸
術
文
化
協
会

【
協
力
】
兵
庫
県
、
㈱
神
戸
製

鋼
所

【
後
援
】
㈱
神
戸
新
聞
社
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
、
㈱
サ
ン
テ

レ
ビ
ジ
ョ
ン
、
㈱
ラ
ジ
オ
関
西

【
問
い
合
わ
せ
】
亀
高
文
子
記

念
―
赤
艸
社
賞
歴
代
受
賞
者
作

品
展
実
行
委
員
会
（
公
財
）
兵

庫
県
芸
術
文
化
協
会
内
☎️
０
７

８
・
３
２
１
・
２
０
０
２

　

兵
庫
県
民
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
県
民
会
館
１
階
・
２
階
）
は
、

昨
年
12
月
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工

事
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

ほ
ど
完
了
。
１
月
28
日
か
ら
利
用

を
再
開
し
ま
し
た
。

　

各
展
示
室
の
パ
ネ
ル
を
一
新
し
、

廊
下
も
含
め
て
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

し
て
、明
る
さ
が
一
層
増
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
階
小
展
示
室
に
隣
接

す
る
資
料
室
を
改
修
し
、
小
展
示

室
の
控
室
な
ど
に
一
体
的
な
利
用

が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は
、兵
庫
県
書

作
家
協
会
、
兵
庫
県
日
本
画
家
連

盟
、ラ
・
イ
ン
会
な
ど
に
よ
る
展
覧

会
が
続
々
と
開
催
さ
れ
ま
す
（
３

面
参
照
）。

　

明
る
く
一
新
し
た
兵
庫
県
民
ア

ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
、
展
覧
会
に

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇　
　

◇　
　

◇

利
用
料
金
（
１
日
当
た
り
）

　

特
別
展
示
室
２
５
８
０
０
円

　

大
展
示
室
２
９
０
０
０
円

　

中
展
示
室
１
５
４
０
０
円

　

小
展
示
室
１
１
７
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
】
兵
庫
県
民
会
館

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
担
当
☎️
０
７

８
・
３
２
１
・
２
１
３
１

▼
1
月
13
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
る
緊
急

事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
兵
庫
県
も
緊
急
事
態
措
置
の
実
施
区

域
と
な
り
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
本
部
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
症
対
策
を
徹
底
し
、
お
客
様
な
ら
び
に
ス
タ
ッ
フ
の
健
康

と
安
全
に
配
慮
を
し
な
が
ら
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

事
業
に
ご
参
加
い
た
だ
く
際
に
は
、
検
温
と
手
指
の
消
毒
、

マ
ス
ク
の
着
用
等
を
必
須
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
、
政
府
や
県
の
方
針
、
社
会
情
勢
、
感
染
状
況

の
変
化
に
よ
り
、
対
策
等
を
見
直
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

感
染
拡
大
予
防
の
た
め
事
業
内
容
等
を
変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
最
新
の
情
報
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
本
紙
掲
載
中
の
各
展
覧
会
・
公
演
等
が
中
止
・
延
期
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
開
催
状
況
に
つ
い
て
は
主
催
者
ま
た
は
会

場
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お

知

ら

せ
　

兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会

で
は
友
の
会
会
員
を
募
集

し
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
入
会
も

し
く
は
、
ご
継
続
の
手
続

き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
会
員
特
典
】
▼
文
化
情

報
紙
「
す
ず
か
け
」
を
毎

月
送
付
▼
兵
庫
県
生
活
文

化
大
学
（
神
戸
校
・
明
石

校
・
姫
路
校
）
の
受
講
料

を
割
引
▼
田
辺
眞
人
先
生

の
講
座
「
地
域
と
暮
ら
し

の
兵
庫
学
」
の
受
講
料
を

割
引
▼
新
進
芸
術
家
育
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
リ
サ
イ

タ
ル
シ
リ
ー
ズ
公
演
、
県

民
芸
術
劇
場
公
演（
一
部
）

の
ご
招
待
・
割
引
▼
そ
の

他
協
会
主
催
事
業
参
加
費

の
割
引
（
ふ
る
さ
と
ウ
ォ

ー
ク
、
美
術
品
輸
送
講
座

ほ
か
）▼
美
術
館
・
博
物
館

な
ど
の
入
館
料
を
割
引（
兵

庫
県
立
美
術
館
、
横
尾
忠

則
現
代
美
術
館
、
兵
庫
県

立
考
古
博
物
館
、
兵
庫
県

立
歴
史
博
物
館
、
兵
庫
陶

芸
美
術
館
ほ
か
）
▼
指
定

の
劇
場
・
公
演
の
チ
ケ
ッ

ト
あ
っ
せ
ん
▼
兵
庫
県
民

会
館
内
の
店
舗
で
の
割
引

▼
指
定
旅
行
代
理
店
の
企

画
旅
行
の
割
引
▼
指
定
画

材
店
、
お
宿
で
の
優
待

【
年
会
費
】
個
人
会
員
３

０
０
０
円
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

会
員
５
０
０
０
円
（
同
一

世
帯
２
人
）、
団
体
会
員

１
０
０
０
０
円

【
会
員
の
期
間
】
令
和
３

年
４
月
１
日
～
令
和
４
年

３
月
31
日

【
問
い
合
わ
せ
】
当
協
会

☎️
０
７
８
・
３
２
１
・
２

０
０
２

　

兵
庫
の
地
に
は
、
く
ら
し

の
中
で
先
人
た
ち
が
築
き
あ

げ
て
き
た
独
自
の
貴
重
な
伝

統
文
化
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　

兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
で

は
、
地
域
社
会
に
あ
っ
て
永

年
に
わ
た
り
ひ
た
む
き
な
努

力
を
続
け
、
伝
統
文
化
を
守

り
育
て
て
き
た
方
々
に
昭
和

57
年
度
か
ら
「
ふ
る
さ
と
文

化
賞
」を
贈
呈
し
て
き
ま
し
た
。

　

39
回
目
を
迎
え
る
本
年
度

は
、
藤
本
義
和
さ
ん
（
邦
楽

の
普
及
）、
野
花
敏
郎
さ
ん

（
戦
国
太
鼓
の
伝
承
）、
養
父

神
社
お
走
り
祭
り
保
存
会

（
奇
祭
の
継
承
）
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
は
１
月
22
日
に
兵

庫
県
民
会
館
に
て
行
わ
れ
、

受
賞
者
に
は
表
彰
楯
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

【
受
賞
者
の
ご
紹
介
】

藤
本 

義
和
さ
ん
�
神
戸
市

＝
永
年
に
わ
た
り
箏
を
は
じ

め
と
す
る
邦
楽
の
魅
力
の
普

及
と
次
世
代
へ
の
継
承
を
献

身
的
に
支
え
、
地
域
文
化
の

向
上
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

５
面
に
関
連
記
事

◇

野
花 

敏
郎
さ
ん
�
丹
波
市

＝
戦
国
の
歴
史
を
太
鼓
で
表

と
し
て
創
造
に
取
り
組
み
、

地
域
文
化
の
向
上
に
尽
く
さ

れ
ま
し
た
。

◇

養
父
神
社
お
走
り
祭
り
保
存

会
（
平
成
15
年
設
立
）
養
父

市
＝
養
父
神
社
の
伝
統
行
事

と
し
て
１
８
０
０
年
前
か
ら

行
わ
れ
て
い
る
「
お
走
り
祭

り
」の
次
世
代
継
承
と
通
じ
、

地
域
文
化
の
向
上
に
尽
く
さ

れ
ま
し
た
。

宅
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
を
経
験

し
た
。
大
学
の
講
義
も
オ
ン

デ
マ
ン
ド
に
な
っ
た
。
ゼ
ミ

の
演
習
さ
え
も
画
面
上
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
議
論
す
る
。

歓
迎
会
も
忘
年
会
も
オ
ン
ラ

イ
ン
と
な
っ
た
。
ネ
ッ
ト
環

境
と
端
末
が
あ
れ
ば
色
々
な

こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
ネ
ッ
ト
越
し
で
も
意

外
と
違
和
感
が
無
か
っ
た
。

　

１
年
前
ま
で
社
会
活
動
の

多
く
は
時
間
と
空
間
を
共
有

す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
会
議

も
仕
事
も
学
校
も
パ
ー
テ
ィ

も
普
通
は
一
堂
に
会
し
て
実

施
す
る
も
の
だ
っ
た
。
リ
モ

ー
ト
だ
と
お
互
い
が
同
じ
空

間
に
移
動
す
る
手
間
が
無
い
。

端
末
画
面
を
見
る
時
間
を
確

保
で
き
れ
ば
よ
い
。
多
く
の

社
会
活
動
が
便
利
で
気
軽
に

な
っ
た
。
い
ず
れ
来
る
世
界

だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
未

来
が
一
足
先
に
や
っ
て
来
た
。

　

し
か
し
芸
術
文
化
の
全
て

が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
代
わ
っ
て
し

ま
う
こ
と
は
な
い
。
空
間
そ

の
も
の
が
重
要
な
要
素
だ
か

ら
で
あ
る
。
観
客
が
同
じ
空

間
を
共
有
す
る
。
同
じ
空
気

感
を
味
わ
う
。
こ
う
し
て
鑑

賞
と
い
う
行
為
が
完
成
し
、

芸
術
作
品
と
一
体
化
で
き
る
。

　

今
日
の
文
化
施
設
の
役
割

は
こ
の
空
間
を
安
全
に
す
る

こ
と
で
あ
る
。検
温
や
消
毒
、

換
気
、
密
集
回
避
な
ど
の
対

策
を
徹
底
し
て
い
る
。
会
議

は
リ
モ
ー
ト
に
な
っ
た
が
、

芸
術
文
化
は
ラ
イ
ブ
で
楽
し

め
る
よ
う
、
施
設
関
係
者
は

努
力
し
て
い
る
。　
　
（
や
）

　

世
の
中
何
で
も

リ
モ
ー
ト
な
世
界

に
な
っ
た
。
リ
モ

ー
ト
会
議
が
普
通

に
な
っ
た
。
外
出

制
限
が
実
施
さ
れ

た
時
、
初
め
て
自

如月の東大寺・学堂裏　世良
臣絵さん（平成13年度受賞者）

養父神社お走り祭り保存会

▶︎
養
父
神
社
お
走
り
祭
り
保
存

会
会
長 

高
島
正
博
さ
ん
（
前
列

左
）と
藤
本
義
和
さ
ん（
前
列
右
）

明るくなってパネルも一新された展示室

ひ
ょ
う
ご
の
文
化
発
信
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
支
援
事
業

亀
高
文
子
記
念
―
赤せ

き
そ
う
し
ゃ

艸
社
賞

　

歴
代
受
賞
者
作
品
展
を
開
催
し
ま
す

2021年度
兵庫県芸術文化協会

友の会会員を募集

「
ふ
る
さ
と
文
化
賞
」
受
賞
者
決
定

藤ふ
じ
も
と本 

義よ
し
か
ず和
さ
ん　
（
邦
楽
の
普
及
）

野の
　
ば
な花 

敏と
し
ろ
う郎
さ
ん　
（
戦
国
太
鼓
の
伝
承
）

養や

ぶ父
神じ

ん
じ
ゃ社
お
走は

し

り
祭ま

つ

り
保ほ

存ぞ
ん
か
い会　
（
奇
祭
の
継
承
）

現
す
る
「
春
日
戦
国
太
鼓
」

を
発
足
さ
せ
、新
し
い
文
化

県民アートギャラリー
リニューアル

1月28日から利用再開

藤本　義和さん野花　敏郎さん



文化振興部

http://hyogo-arts.or.jp

（
公
財
）兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会

〒
６
５
０
︲
０
０
１
１
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
４
︲
16
︲
３

お申し込み
お問い合わせは

☎
０
７
８
・
３
２
１
・
２
０
０
２

　

０
７
８
・
３
２
１
・
２
１
３
９

FAXsinkoubu@
hyogo-arts.or.jp

メール

毎月 1回 1日発行 すずかけ・ ２ 月号 � 令和 3 年 ２ 月 1 日 � ⑵

　

兵
庫
県
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
美
術
愛
好
家
に
よ
る
日

本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、

書
、
写
真
の
幅
広
い
ジ
ャ
ン

ル
の
作
品
を
一
堂
に
展
示
す

る「
兵
庫
ふ
れ
あ
い
美
術
展
」

が
昨
年
12
月
25
日
㈮
か
ら
27

日
㈰
ま
で
兵
庫
県
立
美
術
館

王
子
分
館
「
原
田
の
森
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

県
内
各
地
域
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
５
５
３
点
の
作
品
か
ら

特
別
賞
35
点
、
佳
作
34
点
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

【
特
別
賞
受
賞
の
み
な
さ
ん

（
敬
称
略
）】

▼
兵
庫
県
知
事
賞
＝
日
本
画

／
須
鎗
護
（
神
戸
市
）、
洋

村
瑞
子
（
神
戸
市
）、

写
真
／
松
本
義
明

（
丹
波
市
）

▼
兵
庫
県
教
育
委
員

会
賞
＝
日
本
画
／
中

村
克
子
（
神
戸
市
）、

　

兵
庫
県
洋
画
団
体
協
議
会

は
、
兵
庫
県
の
美
術
界
発
展

を
目
的
と
し
て
、
兵
庫
県
在

住
作
家
に
よ
る
洋
画
団
体
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

の
展
覧
会
で
は
、
加
盟
す
る

22
団
体
か
ら
選
抜
さ
れ
た
現

在
活
躍
中
の
作
家
32
名
の
作

品
が
出
品
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
発
表
の
機
会
が
減
少

し
て
い
る
芸
術
家
を
支
援
す

る
「
新
進
芸
術
家
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
リ
サ
イ
タ
ル
シ

リ
ー
ズ
＋
プ
ラ
ス」。
県
内
の
各
施

設
で
良
質
な
音
楽
を
気
軽
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

入
場
無
料
（
要
整
理
券
）。

　

リ
サ
イ
タ
ル
＋
出
演
者
の

動
画
も
配
信
中
で
す
。
あ
わ

せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

 

公
演
に
関
す
る
最
新
の
情

報
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｖ
ｏ
ｌ
．
17

山
中
歩
夢　

ピ
ア
ノ
リ
サ

イ
タ
ル

Ｖ
ｏ
ｌ
．
18

田
中
郷
子 

ソ
プ
ラ
ノ
リ

サ
イ
タ
ル
～
わ
か
れ
う
た

４
０
４
年
～

【
日
時
】
３
月
26
日
㈮
19
時

【
出
演
】
ソ
プ
ラ
ノ
／
田
中

郷
子
、
ピ
ア
ノ
／
内
藤
雪
子

田
中
郷
子
＝
芦
屋
市
出
身
。

大
阪
音
楽
大
学
卒
業
。
神
戸

大
学
大
学
院
修
了
。
平
成
22

年
度
ひ
ょ
う
ご
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
サ
ロ
ン
賞
受
賞
。
２
０
１

０
年
メ
ル
シ
ン
国
際
音
楽
祭

出
演
。
京
都
市
交
響
楽
団
を

は
じ
め
多
く
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
と
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
共

演
。
こ
れ
ま
で
に
９
ヶ
国
で

公
演
を
行
う
。
現
在
、
県
立

西
宮
高
等
学
校
音
楽
科
講
師
。

【
予
定
曲
目
】
モ
ン
テ
ヴ
ェ

コ
ン
ク
ー
ル
ピ
ア
ノ
部
門
第

１
位
。併
せ
て
野
村
賞
、井
口

賞
、河
合
賞
受
賞
。第
12
回
モ

ノ
ー
ポ
リ
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル（
イ
タ
リ
ア
）第
３
位
、

聴
衆
賞
受
賞
。
東
京
交
響
楽

団
、東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

交
響
楽
団
、セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知

交
響
楽
団
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
、

京
都
市
交
響
楽
団
と
共
演
。

現
在
、
兵
庫
県
立
西
宮
高
等

学
校
音
楽
科
、
京
都
市
立
芸

術
大
学
音
楽
学
部
、
各
非
常

勤
講
師
。
神
戸
市
混
声
合
唱

団
専
属
ピ
ア
ニ
ス
ト
。OTOYA

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
所
属
。

【
予
定
曲
目
】
ラ
ヴ
ェ
ル
／

鏡
、
プ
ー
ラ
ン
ク
／
ナ
ゼ
ル

の
夜
会 

ほ
か

【
場
所
】
兵
庫
県
民
会
館
け

ん
み
ん
ホ
ー
ル
＊
い
け
ば
な

／
西
村
崇
（
佳
生
流
）

◇
◆
◇

入
場
整
理
券
の
入
手
方
法

【
定
員
】
け
ん
み
ん
ホ
ー
ル

１
８
０
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

【
申
込
方
法
】
ハ
ガ
キ
に
①

希
望
の
リ
サ
イ
タ
ル
名
②
〒

住
所
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

④
電
話
番
号
⑤
希
望
の
人
数

（
ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ
き
２
人

ま
で
）
を
明
記
の
上
、
当
協

会「
リ
サ
イ
タ
ル
シ
リ
ー
ズ
」

係
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

当
選
結
果
は
入
場
整
理
券
の

発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

【
受
付
期
間
】
●
山
中
歩
夢

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
２
月
５

日
㈮
～
２
月
26
日
㈮
必
着
●

田
中
郷
子
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ

タ
ル
２
月
12
日
㈮
～
３
月
５

日
㈮
必
着
●
河
内
仁
志
ピ
ア

ノ
リ
サ
イ
タ
ル
２
月
15
日
㈪

～
３
月
８
日
㈪
必
着

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
会
期
】
３
月
３
日
㈬
～
７

日
㈰
10
時
～
17
時
（
最
終
日

は
16
時
ま
で
）

【
場
所
】
兵
庫
県
民
ア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
特
別
展
示
室

（
兵
庫
県
民
会
館
１
階
）

【
観
覧
料
】
無
料

【
出
品
団
体
】
一
陽
会
、
行

【
日
時
】
３
月
19
日
㈮
19
時

【
出
演
】
ピ
ア
ノ
／
山
中
歩
夢

姫
路
市
出
身
。
東
京
藝
術
大

学
卒
業
、
同
大
学
大
学
院
修

士
課
程
及
び
ハ
ン
ガ
リ
ー
国

立
リ
ス
ト
・
フ
ェ
レ
ン
ツ
音

楽
大
学
ソ
リ
ス
ト
課
程
修
了
。

第
21
回
宝
塚
ベ
ガ
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
第
１
位
、
第
26
回
摂

津
音
楽
祭
金
賞
、聴
衆
賞
他
。

こ
れ
ま
で
に
宝
塚
ベ
ガ
ホ
ー

ル
、マ
グ
ノ
リ
ア
ホ
ー
ル（
大

阪
）、村
上
三
島
記
念
館
（
愛

媛
県
大
三
島
）、
オ
ラ
ン
ダ

各
地
、
ヤ
マ
ハ
ホ
ー
ル
（
東

京
）
に
て
リ
サ
イ
タ
ル
を
開

催
し
、
姫
路
パ
ル
ナ
ソ
ス
音

楽
祭
、
摂
津
市
市
政
50
周
年

記
念
演
奏
会
、
大
阪
ク
ラ
シ

ッ
ク
な
ど
、
多
く
の
演
奏
会

に
出
演
。
２
０
２
０
年
度
よ

り
東
京
芸
術
大
学
非
常
勤
講

師
。

【
予
定
曲
目
】
シ
ョ
パ
ン
／

ポ
ロ
ネ
ー
ズ
第
５
番 

作
品

44 

ほ
か

【
場
所
】
兵
庫
県
民
会
館
け

ん
み
ん
ホ
ー
ル
＊
い
け
ば
な

／
松
井
博
士
（
小
原
流
）

ル
デ
ィ
／
オ
ペ
ラ
『
ア
リ
ア

ン
ナ
』
よ
り
「
私
を
死
な
せ

て
く
だ
さ
い
」 

ほ
か

【
場
所
】
兵
庫
県
民
会
館
け

ん
み
ん
ホ
ー
ル
＊
い
け
ば
な

／
伊
藤
洸
明
（
御
室
流
）

Ｖ
ｏ
ｌ
．
19

河
内
仁
志　

ピ
ア
ノ
リ
サ

イ
タ
ル

【
日
時
】
３
月
29
日
㈪
19
時

【
出
演
】
ピ
ア
ノ
／
河
内
仁
志

神
戸
市
出
身
。
兵
庫
県
立
西

宮
高
等
学
校
音
楽
科
、
京
都

市
立
芸
術
大
学
音
楽
学
部
卒

業
。E

cole N
orm

ale 
m
usique de Paris

に
て
研

鑽
を
積
む
。
第
55
回
全
日
本

学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
大
阪

大
会
ピ
ア
ノ
部
門
高
校
の
部

第
１
位
。
第
75
回
日
本
音
楽

画
／
島
田
勝

（
豊
岡
市
）、

彫
刻
／
宮
河

喜
則
（
宝
塚

市
）、
工
芸

／
中
村
可
南

子
（
神
戸

市
）、
書
／

奥
田
珠
石

（
芦
屋
市
）、

写
真
／
石
田

泰
彦
（
小
野

市
）

▼
兵
庫
県
日
本
画
家
連
盟
賞

＝
日
本
画
／
原
田
臣
香
（
神

戸
市
）
▼
兵
庫
県
美
術
家
同

盟
賞
＝
洋
画
／
山
居
茂
樹

（
豊
岡
市
）
▼
兵
庫
県
彫
刻

家
連
盟
賞
＝
彫
刻
／
池
田
英

明
（
神
戸
市
）
▼
兵
庫
県
工

芸
美
術
作
家
協
会
賞
＝
工
芸

／
佐
藤
詩
子
（
三
木
市
）
▼

兵
庫
県
書
作
家
協
会
賞
＝
書

／
池
本
竹
風
（
上
郡
町
）
▼

兵
庫
県
写
真
作
家
協
会
賞
＝

写
真
／
薦
田
佳
郎（
神
戸
市
）

▼
兵
庫
県
議
会
議
長
賞
＝
日

本
画
／
髙
橋
義
美

（
西
宮
市
）、
洋
画

／
田
中
有
作
（
西

宮
市
）、
工
芸
／

楢
林
真
知
子
（
神

戸
市
）、
書
／
田

洋
画
／
野
田
勝
彦
（
神
戸

市
）、
工
芸
／
髙
見
け
い
子

（
明
石
市
）、
書
／
田
中
千
津

子
（
加
西
市
）、
写
真
／
河

野
修
司
（
南
あ
わ
じ
市
）

▼
兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
賞

＝
日
本
画
／
田
路
喜
久
子

（
神
戸
市
）、
洋
画
／
原
田
ち

ず
子
（
神
戸
市
）、
工
芸
／

澤
田
善
弘
（
姫
路
市
）、
書

／
梶
川
宏
樹
（
神
戸
市
）、

写
真
／
倉
本
大
三
郎
（
神
戸

市
）

▼
朝
日
新
聞
社
賞
＝
日
本
画

／
倉
橋
咲
妃
（
宝
塚
市
）
▼

神
戸
新
聞
社
賞
＝
洋
画
／
岩

佐
盾
香
（
尼
崎
市
）
▼
産
経

新
聞
社
賞
＝
洋
画
／
村
井
修

（
宝
塚
市
）
▼
毎
日
新
聞
社

賞
＝
洋
画
／
髙
田
征
子
（
三

田
市
）
▼
読
売
新
聞
大
阪
本

社
賞
＝
洋
画
／
大
竹
迪
子

（
神
戸
市
）
▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸

放
送
局
賞
＝
工
芸
／
尾
鼻
建

藏
（
神
戸
市
）
▼
サ
ン
テ
レ

ビ
賞
＝
書
／
青
木
香
遊
（
姫

路
市
）
▼
ラ
ジ
オ
関
西
賞
＝

写
真
／
安
達
孝
子（
姫
路
市
）

＊
掲
載
写
真
は
兵
庫
県
知
事

賞
の
受
賞
作
品
で
す
。

県内各地域から寄せられた
553作品を一堂に展示

兵
庫
県
洋
画
団
体
協
議
会

選
抜
作
家
展

ふれあいの祭典

新
進
・
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
等
の
育
成
・
支
援
事
業

兵庫ふれあい美術展兵庫ふれあい美術展

「白鷺城」須鎗護
（日本画）

「愉四季こと・・・・（練り込み）」
中村可南子（工芸）

「天然記念物玄武洞」島田勝
（洋画）

「三十六歌仙」奥田珠石（書）

「不動明王座像」
宮河喜則（彫刻）

「垂桜」石田泰彦（写真）

～新進芸術家に発表の場を‼～

新進芸術家育成プロジェクト
リサイタルシリーズ＋

山中歩夢

田中郷子

河内仁志

動
美
術
協
会
、
光
風
会
、
国
画

会
、
示
現
会
、
自
由
美
術
協
会
、

主
体
美
術
協
会
、
春
陽
会
、
新

協
美
術
会
、新
世
紀
美
術
協
会
、

新
制
作
協
会
、
水
彩
連
盟
、
創

元
会
、
第
一
美
術
協
会
、
独
立

美
術
協
会
、
二
科
会
、
二
紀
会
、

二
元
会
、
日
洋
会
、
日
本
水
彩

画
会
、兵
庫
県
美
育
作
家
協
会
、

兵
庫
県
美
術
家
同
盟

【
問
い
合
わ
せ
】
ひ
ょ
う
ご
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
サ
ロ
ン
☎️
０
７
８

・
３
２
１
・
２
０
０
５

　兵庫県を活動の拠点として、芸術・文化の分野において
多大な功績をあげられた方々に贈られる「兵庫県文化賞」。

兵庫県文化賞受賞者懇話会は、その受賞者の親睦・交流を図るとともに
文化事業をとおして県民文化の向上に寄与することを目的に

昭和５３年に設立されました。
　毎年秋には兵庫県文化賞受賞者小品展を県内各地で開催しています。

〒650-0011　神戸市中央区下山手通4-16-3　兵庫県芸術文化協会内
　TEL 078-321-2002　 FAX 078-321-2139

代表　加藤 隆久

兵庫県文化賞受賞者懇話会

原田の森ギャラリーではビエンナーレ
（2年に1度の展覧会）を開催

令和3年度は9月から11月まで5か所（神戸市・加古川市・豊岡市・丹波市・淡路市）を巡回（予定）



㊐3月14日㈰まで◯時10時～17時、入館
は16時30分まで㊡月曜日◯料 大人500
円、大高生300円、中小生150円◯内 姫
路市所在の李行簡美術館が収集した、
中国近代絵画の巨匠、李可染の高弟で
ある李行簡の作品を中心に紹介。濃く、
鮮やかな山水画で知られている李行簡
本人が、日本に滞在して描いた襖や屏
風などの大型の作品と、当館所蔵の作
品を併せて展示します。◯場問丹波市立
植野記念美術館☎0795・82・5945★1
組2人に。10日㈬必着
■新春企画展「伝統の継承 丹波篠山
の狂言」
㊐ 3月21日㈰まで◯時 9時～16時30分、
最終日は16時まで㊡月曜日◯料 大人300
円、大高生200円、中小生100円◯内 丹
波篠山では江戸時代から能・狂言が盛
んでした。現在でも、毎年元旦には「翁」
の元朝能が、春には篠山春日能が開催
され、昔ながらの伝統芸能を今に伝え
ています。本展では、丹波篠山市在住
の大蔵流狂言方・山口耕道氏が令和 2
年重要無形文化財「能楽」の保持者に
認定されたことを記念し、狂言装束や
面、扇等を展示します。◯場問丹波篠山
市立歴史美術館☎️079・552・0601

淡　　　　　路
■企画展「昔のくらし展」
㊐3月28日㈰まで◯時9時～17時、入館は
16時30分まで㊡月曜日（祝日の場合は
翌平日）◯料大人(中学生以上)310円、子
ども150円(幼児無料)◯内 人は毎日を便
利に過ごすためにいろいろな道具を工
夫して作り、使い、改良してきました。
本展では、昭和20年代から昭和40年代
の道具などを中心に展示します。◯場問
淡路市北淡歴史民俗資料館☎0799・70
・4135

県　　　外（大阪）
特別展「源氏物語の絵画―伝土佐
光信『源氏系図』をめぐって」

㊐3月14日㈰まで◯時10時～17時(2月18
日㈭、3月11日㈭は19時30分まで)、入
館は閉館の30分前まで㊡月曜日◯料 一
般1100円、大高生700円、中小生400円
◯内 香雪美術館が所蔵する新出の「源
氏系図(作中人物を、略歴を付して家
系図にまとめたもの)」の表紙絵は、
文明元年(1469)に宮廷の絵所預となっ
た土佐光信が描いたとされる「源氏物
語五十四帖」に連なる作品と考えられ
ます。本展は、土佐光信の周辺作品や
表紙絵にかかわる資料により、「源氏
系図」についての理解を深めつつ、画
帖・扇面などの小画面から屏風まで、
さまざまに展開する源氏絵を土佐派の
作品を中心に紹介します。※期間中展
示替えあり◯場問中之島香雪美術館☎06
・6210・3766★5組10人に。10日㈬必着

翌平日)◯料 一般500円、中小生250円◯内
清酒が誕生した江戸時代から現代まで
のお酒の容器の移り変わりに注目し、
時代・技術・環境・嗜好など様々な変
化に対応したお酒の容器を紹介します。
◯場問酒ミュージアム(白鹿記念酒造博
物館)記念館展示室☎0798・33・0008

東・北 播 磨
■県民芸術劇場 11ぴきのねことぶた
㊐2月11日(木・祝)◯時10時30分・14時◯料
一般1000円、小学生以下500円（全席
指定）＊3歳以下はひざ上鑑賞のみ無
料◯出 人形劇団クラルテ◯場加東市滝野
文化会館問(公財)加東文化振興財団☎
0795・42・7700

中・西 播 磨
■県民芸術劇場 アロージャズオーケ
ストラ
㊐2月7日㈰◯時15時◯料 一般1500円、高
校生以下800円（当日各200円増）、大
人ペア券2500円、親子ペア券2000円（当
日各500円増）＊3歳未満のひざ上鑑賞
無料◯出 アロージャズオーケストラ◯場
問上郡町生涯学習支援センター大ホー
ル☎0791・52・1125
■企画展「岩田健三郎版画作品展～く
らしのなかの牛たち～」
㊐3月14日㈰まで◯時9時～17時㊡期間中
無休◯料無料◯内版画家・岩田健三郎さん
(平成17年兵庫県文化功労者)の作品展。
会期中の日曜午後にはご本人による版
画の実作が見られるかもしれません。
◯場問見野の郷交流館☎079・252・6659

■特別展「平田オリザと時代を駆け抜
けた平田家の人々」
㊐3月15日㈪まで◯時9時～17時、入館は
16時30分まで㊡火曜日(祝日の場合は
翌日)◯料大人300円、小人150円(友の会
会員は240円)◯内劇作家・演出家で、今
春開学する「兵庫県立芸術文化観光専
門職大学」の学長に就任予定の平田オ
リザ氏。その祖父・内蔵吉(赤穂市出
身の医学者)、大叔父・晋策(少年小説
家・軍事評論家)、父・穂生(シナリオ
ライター )、祖父の従兄弟の子・寛(早
稲田大学教授)ら平田家ゆかりの人々
の足跡をたどります。◯場問赤穂市立美
術工芸館田淵記念館☎0791・42・0520

但　　　　　馬
■風太郎祭記念企画展 〝新資料展〟～
山田誠也（風太郎）の足跡～
㊐3月28日㈰まで◯時10時～17時、入館は
16時30分まで㊡月曜日◯料 大人300円、
高中小生100円◯内 作家として数々の偉
業を遺した風太郎ですが、当然、山田
誠也（=本名）としての存在にも、見
逃せない足跡が残されています。本展
では、東京医科大学の協力によって初
公開する資料をはじめ、未公開のアル
バムに見られる風太郎（=誠也）の素
顔、また、恩師でもあった江戸川乱歩
との交流にもスポットをあてます。◯場
問山田風太郎記念館☎079・663・5522

丹　　　　　波
李 行簡展―新しい中国画への誘
い―

■第63回新協神戸展〈東館1階〉㊐2月
24日㈬～28日㈰◯時10時～18時、最終日
は～16時◯料無料◯内洋画約40点
■小林大 ・ 小池美智子二人展〈東館2
階〉㊐2月24日㈬～28日㈰◯時10時～18
時、最終日は～16時◯料無料◯内洋画約40点

※4階改修工事等のため臨時休館／3月
25日㈭まで1階ミュージアムショップ
のみ営業(月曜日を除く)
■Curators in Panic ～ 横尾忠則展
　学芸員危機一髪
㊐3月27日㈯～8月22日㈰◯時10時～18
時、入場は17時30分まで㊡月曜日(た
だし祝日の場合は翌平日)◯料 一般700
円(友の会会員は550円)、大学生550円、
70歳以上350円、高校生以下無料◯内 詳
細は決まり次第お知らせいたします。

神　　　　　戸
特別展「至高の小磯良平　大野コ
レクションのすべて」

㊐3月21日㈰まで◯時10時～17時、入館
は16時30分まで㊡月曜日◯料 一般800円
(友の会会員は600円)、大学生400円、
高校生以下無料◯内 株式会社大野石油
店(1947年創立・広島)の現会長・大野
輝夫氏は、一枚の小磯作品をきっかけ
として長年深い関心をもって小磯作品
を収集してこられました。その数は、
素描・版画を含め359点。本展は、そ
の「大野コレクション」の名品の92点を
まとめて紹介する関西初の展覧会です。
◯場問神戸市立小磯記念美術館☎078・
857・5880★5組10人に。10日㈬必着

特別展「こわくて、たのしいスイ
スの絵本展～クライドルフ、フィ

ッシャー、ホフマンの世界～」
㊐3月28日㈰まで◯時10時～18時、入館
は17時30分まで㊡月曜日◯料 一般1000
円(友の会会員は800円)、65歳以上・
大学生500円、高校生以下無料◯内 長野
県にある小さな絵本美術館協力のも
と、ハンス・フィッシャーの手描き絵
本、エルンスト・クライドルフの初版
リトグラフやフェリックス・ホフマン
の原画など約150点を紹介。すこしこ
わいけれど、楽しいスイスの絵本の世
界をお楽しみください。◯場問神戸ファ
ッション美術館☎078・858・0050★5
組10人に。10日㈬必着

阪 神 南・北
■お酒の容器クロニクル（年代記）
㊐3月7日㈰まで◯時10時～17時、入館は
16時30分まで㊡火曜日(祝日の場合は

横尾忠則現代美術館
☎０７８・８55・5607■―兵庫県書作家協会々員の愛藏品―

文房清玩展〈1階〉㊐2月3日㈬～7日㈰
◯時10時～17時、最終日は～16時◯料 無
料◯内筆、硯、墨等
■兵庫県日本画家連盟「まる」展〈1階〉
㊐2月9日㈫～14日㈰◯時10時～17時、最
終日は～16時◯料無料◯内日本画約30点
■2021 ラ・イン展〈2階〉㊐2月9日㈫
～14日㈰◯時10時～18時、最終日は～16
時◯料無料◯内洋画約80点
■グループ　のん合同作品展in元町

（墨絵）〈2階〉㊐2月18日㈭～20日㈯◯時
10時～17時、最終日は～16時◯料 無料
◯内墨絵約30点

■兵庫県民会館ロビーコンサート
〈1階ロビー〉
①福本遥南 ピアノコンサート㊐2月13
日㈯14時◯料 無料◯出 ピアノ／福本遥南
＊いけばな／冨士聡子（兵庫県いけば
な協会／華精流）
②山本葉菜子 マリンバコンサート㊐2
月27日㈯14時◯料 無料◯出 マリンバ／山
本葉菜子、田邊裕香子＊いけばな／畠
田基超・岡島眞草（兵庫県いけばな協
会／草月流）
■兵庫県日本画家連盟選抜展〈1階サ
ロン内〉㊐2月1日㈪～3月30日㈫◯時10
時～17時、最終日は～16時㊡水・日曜
日◯料無料◯内日本画家7人の作品展

原田の森ギャラリー
☎０７８・８01・1591

■第4回こうべ障がい者芸術フェスタ 
HUG＋展2020〈本館2階〉㊐2月6日㈯
まで◯時10時30分～17時、最終日は～14
時◯料 無料◯内 書、洋画、写真、工芸、
デザイン、その他約500点
■アートラボ展2021〈本館1階〉㊐2月
2日㈫～7日㈰◯時10時～17時30分、初日
は13時～、最終日は～16時◯料 無料◯内
洋画約50点
■国展写真部秋季展2020選抜巡回展in
神戸 同時開催　関西作家展　第4回オ
ープンスペース公募展〈東館2階〉㊐2
月2日㈫～7日㈰◯時10時～17時、初日は
13時～、最終日は～15時◯料 無料◯内 写
真約100点
■第27回灘区シルバーアート展〈東館
1階〉㊐2月3日㈬～7日㈰◯時10時～17時、
最終日は～12時◯料 無料◯内 書、洋画、
日本画、水墨画、写真、工芸、デザイ
ン、手芸約60点
■西陣美術織 祈りと美の回廊 全国巡
回展〈東館1階〉㊐2月16日㈫～21日㈰
◯時10時～17時、初日は12時～、最終日
は～16時◯料 無料◯内 西陣織の仏像織画
約60点
■第38回西日本書道展 第34回全九州
書道展〈本館1階〉㊐2月19日㈮～21日
㈰◯時10時～17時、最終日は～15時◯料無
料◯内書約200点
■第56回兵庫県書道展（評議員・委員
の部、準会員・公募の部、無鑑査会員
・会員の部）〈本館1・2階〉㊐2月20日
㈯～3月7日㈰◯時10時～17時、2月20日
㈯、25日㈭、3月2日㈫、5日㈮は13時～、
最終日は～16時◯料無料◯内書約1800点
■巡回第47回近代日本美術協会展 公
募第35回近代日本美術協会 関西展〈本
館1階〉㊐2月23日(火・祝) ～28日㈰◯時
10時～17時30分、初日は13時～、最終
日は～16時◯料 無料◯内 洋画、水彩画、
児童画約180点

ひょうごアーティストサロン
☎０７８・３２１・２005

毎月 1回 1日発行すずかけ・ 2 月号⑶　令和３年２月1日

㊐＝開催日、㊡＝休館日
○時＝開館時間、○料＝入場（館）料金
○内＝内容、出＝出演者・団体
○場＝会場、問＝問い合わせ先

兵庫県民アートギャラリー
☎０７８・３２１・２１３１

扇面画帖（源氏物語ほか）浮舟（室町時
代15〜16世紀）九州国立博物館　後期：
2月23日〜3月14日

物 情 報
イベントガイド催

☆�記事中の「友の会会員」は兵庫県芸術文化協会友の会会員。
割引は原則として本人のみ適用。

但馬

丹波
阪神北

阪神南

中播磨

淡路

西播磨

東播磨
北播磨
神戸

①希望プレゼント名②希望枚数（２枚まで）
③〒住所④氏名⑤電話番号⑥友の会会員
の方は会員番号⑦メッセージを明記し、ハ
ガキかFAXで送付。
＊応募締切後に抽選。当選者の発表は、発送
をもってかえさせていただきます。

＊応募者の個人情報の取り扱いについては（公財）兵
庫県芸術文化協会で厳重に管理し、プレゼントの発
送・関連するお問い合わせのみに利用いたします。

プレゼントのご応募について 〒６５０－００１１ 神戸市中央区下山手通４－１６－３
（公財）兵庫県芸術文化協会「すずかけ」係

FAX 078-321-2139

フェリックス・ホフマン 絵本『おおか
みと七ひきのこやぎ』より　小さな絵
本美術館蔵Ⓒフェリックス・ホフマン

描く婦人1978年 油彩・キャンバス
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俳
優
が
乳
幼
児
に
も
な
じ

み
あ
る
小
動
物
に
扮
し
、
日

本
の
四
季
の
移
ろ
い
を
、
台

詞
に
寄
ら
ず
和
楽
器
の
生
演

奏
を
取
り
入
れ
て
表
現
し
ま

す
。
わ
ら
べ
唄
や
生
の
和
楽

器
も
心
地
よ
い
０
～
２
歳
を

対
象
に
し
た
作
品
で
す
。

【
構
成
・
演
出
】
つ
げ
く
わ

　

あ
る
、
ち
っ
ぽ
け
な
男

の
喜
劇
。
仕
事
も
結
婚
生

活
も
順
調
に
い
っ
て
い
た
、

ズ
ィ
ー
ロ
フ
。
新
し
い
家
を

持
つ
こ
と
に
な
り
、
何
の
不

足
も
な
か
っ
た
彼
は
、
あ
る

時
に
な
っ
て
そ
の
す
べ
て
の

意
味
を
見
失
っ
て
し
ま
う
。

　

チ
ェ
ー
ホ
フ
の
再
来
と
言

わ
れ
た
鬼
才
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ル
・
ヴ
ァ
ム
ピ
ー
ロ
フ
の
名

作
。

【
作
】
Ａ
．
ヴ
ァ
ム
ピ
ー
ロ

フ
「
鴨
猟
」（
宮
澤
俊
一
・
五

月
女
道
子
訳　

群
像
社
）

【
台
本
・
演
出
】
島
守
辰
明

（
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
）

【
出
演
】
堀
江
勇
気
、
浜
崎

え【日
時
】
３
月
12
日

㈮
10
時
・
11
時
30
分

【
場
所
】
ピ
ッ
コ
ロ

シ
ア
タ
ー
中
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
５
０
０

円（
０
歳
以
上
一
律
）

全
席
自
由

＊
上
演
時
間
35
分

大
介
、
今
仲
ひ
ろ
し
、
風
太

郎
、
吉
江
麻
樹
、
車 

貴
玲
、

有
川
理
沙
、
木
之
下
由
香
、

三
坂
賢
二
郎
、
金
田
萌
果

【
日
時
】
４
月
９
日
㈮
13
時
・

18
時
30
分
、
10
日
㈯
13
時
・

■
小
林
佑
太
朗 

～
さ
ま
ざ

ま
な
顔
を
も
つ
フ
ァ
ゴ
ッ
ト

　

４
月
は
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
交
響
楽
団
第
一
フ
ァ

ゴ
ッ
ト
奏
者
の
小
林
佑
太
朗

が
登
場
。
多
彩
な
音
色
、
豊

か
な
表
現
力
を
持
つ
楽
器

フ
ァ
ゴ
ッ
ト
の
魅
力
を
存
分

に
味
わ
え
る
贅
沢
な
ひ
と
と

き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
曲
目
】
ウ
ェ
ー
バ
ー
／
ア

　

欧
米
を
中
心
に
活
躍
し
、

最
近
で
は
日
本
の
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
で
も
引
っ
張
り
だ
こ
の

俊
英
指
揮
者
・
原
田
慶
太

楼
、
そ
し
て
２
０
０
２
年
に

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
国
際
コ

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、女
性
、

ま
た
日
本
人
と
し
て
史
上
初

の
第
１
位
を
獲
得
し
た
上
原

彩
子
が
登
場
。

　

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
作
品
の

■
儀
間
太
久
実 

～
口
笛
・

大
革
命
！

　

５
月
は
な
ん
と
＂口
笛
＂！ 

国
際
口
笛
大
会
で
優
勝
し
た

磨
き
抜
か
れ
た
演
奏
を
儀
間

太
久
実
が
披
露
。
圧
倒
的
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、
口
笛

の
概
念
が
覆
る
こ
と
間
違
い

な
し
で
す
！

【
曲
目
】
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
／

ト
ル
コ
行
進
曲
、
プ
ラ
イ

ヤ
ー
／
口
笛
吹
き
と
犬
、
モ

ン
テ
ィ
／
チ
ャ
ー
ル
ダ
ー

シ
ュ 

ほ
か

【
出
演
】
口
笛
／
儀
間
太
久

実
、
ピ
ア
ノ
／
ア
ル
ベ
ル
ト

田
中

【
日
時
】
５
月
14
日
㈮
11
時

30
分

◇
◆
◇

【
場
所
】
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ

大
ホ
ー
ル
（
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
）

【
入
場
料
】
５
０
０
円
（
全

席
指
定
）

演
劇
人
た
ち
の
物
語
。
第
二

次
世
界
大
戦
下
の
イ
ギ
リ
ス
、

空
爆
に
怯
え
な
が
ら
も
巡
業

を
続
け
る
一
座
。
加
藤
健
一

が
そ
の
＂座
長
＂を
演
じ
ま
す
。

コ
ミ
カ
ル
な
動
き
と
お
し
ゃ

べ
り
の
反
面
、
人
生
の
悲
哀

を
に
じ
み
出
す
ノ
ー
マ
ン
役

の
加
納
幸
和
と
と
も
に
、
ロ

ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
も
惜
し
み
な

い
称
賛
を
贈
り
ま
し
た
。

　

今
回
演
奏
す
る
の
は
、シ
ョ

パ
ン
な
ど
様
々
な
作
曲
家
の

流
れ
る
よ
う
な
即
興
曲
と
ア

ラ
ベ
ス
ク
、そ
し
て
リ
ス
ト

の
大
曲
ピ
ア
ノ・ソ
ナ
タ
。繊
細

で
美
し
い
若
き
音
色
を
じ
っ

く
り
と
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
曲
目
】
シ
ョ
パ
ン
／
幻
想

即
興
曲
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
／

４
つ
の
即
興
曲
ｏ
ｐ
．90
よ
り 

第
３
番
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
／

２
つ
の
ア
ラ
ベ
ス
ク
、
リ
ス

ト
／
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ 

ほ
か

【
出
演
】
ピ
ア
ノ
／
三
浦
謙
司

【
日
時
】
５
月
12
日
㈬
19
時

【
場
所
】神
戸
女
学
院
小
ホ
ー

ル
（
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
４
０
０
０

円
、
Ｂ
席
３
０
０
０
円
（
全

席
指
定
）

ン
ダ
ン
テ
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
風

ロ
ン
ド
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
／

フ
ァ
ゴ
ッ
ト
協
奏
曲
よ
り 

第
１
楽
章
、
森 

亮
平
（
編
）

／
日
本
歌
曲
メ
ド
レ
ー 

ほ
か

【
出
演
】
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
／
小

林
佑
太
朗
、
ピ
ア
ノ
／
森 

亮
平

【
日
時
】
４
月
13
日
㈫
11
時

30
分

中
で
も
人
気
が
高
く
、
卓
越

し
た
技
術
と
表
現
力
が
要
求

さ
れ
る
「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第

３
番
」、チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

の
魅
力
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ

た
「
交
響
曲
第
５
番
」
を
お

楽
し
み
に
！

【
曲
目
】
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
／

ピ
ア
ノ
協
奏
曲 
第
３
番
、

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
／
交
響

曲 

第
５
番

【
出
演
】
指
揮
／
原
田
慶
太

楼
、
ピ
ア
ノ
／
上
原
彩
子
、

管
弦
楽
／
兵
庫
芸
術
文
化
セ

ン
タ
ー
管
弦
楽
団

【
日
時
】
４
月
24
日
㈯
15
時

【
場
所
】
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ

大
ホ
ー
ル
（
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
３
０
０
０

円
、
Ｂ
席
１
０
０
０
円
（
全

席
指
定
）

　
『
戦
場
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
』

の
脚
本
で
知
ら
れ
る
ロ
ナ
ル

ド
・
ハ
ー
ウ
ッ
ド
が
残
し
た
、

戦
渦
で
共
に
戦
っ
て
生
き
た

　

神
戸
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト

三
浦
謙
司
。
２
０
１
９
年
ロ

ン
・
テ
ィ
ボ
ー
・
ク
レ
ス
パ

ン
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝

し
、
そ
の
才
能
に
は
マ
ル
タ
・

　

１
９
９
９
年
に
初
演
さ

れ
、
数
々
の
演
劇
賞
を
受
賞

し
た
野
田
秀
樹
作
『
パ
ン
ド

ラ
の
鐘
』。
こ
の
大
作
に
、

気
鋭
の
演
出
家
・
熊
林
弘
高

が
挑
み
ま
す
。キ
ャ
ス
ト
は
、

２
０
２
０
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
に
出

演
し
存
在
感
を
示
し
た
門
脇

麦
、
今
注
目
の
若
手
俳
優
・

金
子
大
地
に
加
え
、
緒
川
た

ま
き
な
ど
実
力
派
俳
優
が
顔

を
揃
え
ま
す
。〈
古
代
〉と〈
現

代
〉
が
交
差
す
る
興
奮
の
舞

台
。
新
た
な
伝
説
の
誕
生
に

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

【
作
】
野
田
秀
樹

【
演
出
】
熊
林
弘
高

【
出
演
】
門
脇 

麦
、
金
子
大

地
、
柾
木
玲
弥
、
松
尾 

諭
、

緒
川
た
ま
き 

ほ
か

【
日
時
】
５
月
13
日
㈭
18
時

30
分
、
14
日
㈮
13
時
、
15
日

㈯
13
時

【
場
所
】阪
急
中
ホ
ー
ル
（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】７
０
０
０
円
（
全

席
指
定
）

ナ
ル
ド
・
ハ
ー
ウ
ッ
ド
の
最

高
傑
作
を
最
高
の
コ
ン
ビ
で
！

【
作
】
ロ
ナ
ル
ド
・
ハ
ー
ウ
ッ
ド

【
訳
】
松
岡
和
子

【
演
出
】
鵜
山 

仁

【
出
演
】
加
藤
健
一
、加
納
幸

和
、西
山
水
木
、佐
伯
太
輔
、照

屋 

実
、岡
﨑
加
奈
、一
柳
み
る

【
日
時
】
４
月
25
日
㈰
16
時

【
場
所
】阪
急
中
ホ
ー
ル
（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
５
５
０
０

円
、
Ｂ
席
３
５
０
０
円
（
全

席
指
定
）

　

日
本
の
文
化
、
習
慣
、
庶

民
の
情
や
知
恵
を
、
ユ
ー
モ

ラ
ス
に
描
く
落
語
の
世
界
。

お
囃は
や
し子
に
つ
い
て
の
解
説
も

あ
り
、
落
語
初
心
者
は
も
ち

ろ
ん
、
精
通
し
た
方
に
も
好

評
で
す
。

【
出
演
・
演
目
】
桂
吉
弥
「
青

菜
」、
桂
紅
雀
「
道
具
屋
」、

桂
團
治
郎
「
七
度
狐
」

【
日
時
】
３
月
28
日
㈰
14
時

【
場
所
】
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー
大
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
一
般
２
５
０
０

円
、
高
校
生
以
下
１
０
０
０

円
、
セ
ッ
ト
券
（
一
般
＋
高

校
生
以
下
）３
０
０
０
円（
全

席
指
定
）

【
電
話
予
約
受
付
開
始
】
２

月
５
日
㈮

【
電
話
予
約
受
付
開
始
】
２

月
12
日
㈮

昨年のお囃
は や し

子についての解説

   

加
藤
健
一
事
務
所　

Ｖ
ｏ
ｌ
．
１
０
９

　
　

ド
レ
ッ
サ
ー

三
浦
謙
司 

ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

　
　

パ
ン
ド
ラ
の
鐘

原田慶太楼

鑑
賞
劇
場
ピ
ッ
コ
ロ
寄
席

子
ど
も
と
楽
し
む
落
語
会

兵
庫
県
立
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
オ
フ
シ
ア
タ
ー 

Ｖ
ｏ
ｌ
．
37

「
も
う
い
ち
ど
、鴨
を
撃
ち
に
」

鑑
賞
劇
場
シ
ア
タ
ー
ス
タ
ー
ト

民
族
芸
能
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
若
駒

は
る
な
つ
あ
き
ふ
ゆ　

あ
そ
ぼ
あ
そ
ぼ

兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

２
月
発
売
予
定
公
演

13
日
㈯
発
売

　
　

ワ
ン
コ
イ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト

   

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
管
弦
楽
団 

第
37
回
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
＆
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

チケットを購入されるお客様へ

新型コロナウイルス感染防止対策に
ご理解とご協力をお願いいたします。
※��マスクを着用されない方はご入場で
きません（マウスシールド不可）。
※�37.5℃以上の発熱がある方は入場を
お断りさせていただきます。
※�来場者情報を把握するため、芸術文
化センターでのチケットのご購入は
芸術文化センター先行予約会員の登
録（無料）が必要です。お一人様2
枚（ワンコイン・コンサートは4枚）
までとさせていただきます。
※�掲載の情報は、都合により変更にな
る可能性がございます。最新の情報
につきましては、当センターウェブ
サイト等をご確認ください。

18
時
30
分
、
11
日
㈰
13
時

【
場
所
】ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー

中
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】２
０
０
０
円
（
当

日
２
５
０
０
円
）

※
整
理
番
号
付
き
自
由
席

【
電
話
予
約
受
付
開
始
】
２

月
27
日
㈯

チケットを
購入される
お客様へ

新型コロナウイ
ルス感染拡大予
防対策として客
席 数 を 半 数 以
下にして開催し
ます。お客様に
おかれましても�
◆マスク着用 ◆
手指消毒 ◆検温
など、ご協力お願
いします。

小林佑太朗

儀間太久実

加藤健一三浦謙司

門脇 麦

上原彩子

14
日
㈰
発
売

21
日
㈰
発
売

ⓒ KAYOKO ASAI

ⓒ Jeremy Knowles ⓒ石川 純

ⓒ武藤章

ⓒ Claudia Hershner



毎月 1回 1日発行すずかけ・ 2 月号⑸　令和３年２月1日

邦
楽
普
及
と
歩
ん
だ
半
生

第278回

令
和
２
年
度
ふ
る
さ
と
文
化
賞
受
賞
者

箏
の
継
承 

藤ふ
じ
も
と本

　
義よ

し
か
ず和

さ
ん

素
顔
拝
見

　

伝
統
楽
器
の
箏
（
琴
）
を

は
じ
め
邦
楽
の
普
及
や
振
興

に
兵
庫
県
箏
絃
連
盟
事
務
局

と
し
て
携
わ
り
始
め
て
今
年

で
約
45
年
。
同
連
盟
事
務
局

長
に
就
任
し
た
２
０
０
３
年

か
ら
は
、
兵
庫
県
や
県
芸
術

文
化
協
会
と
と
も
に
主
催
す

る
邦
楽
関
連
事
業
で
重
要
な

裏
方
の
役
割
に
徹
し
て
成
功

に
導
き
、
関
係
者
か
ら
厚
い

信
頼
を
得
て
い
る
。
兵
庫
県

芸
術
文
化
協
会
の
山
本
亮
三

理
事
長
は
こ
う
讃
え
る
。「
藤

本
さ
ん
は
箏
の
手
配
や
移
動

な
ど
で
お
世
話
い
た
だ
き
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
貴
重
な

方
だ
。
兵
庫
県
箏
絃
連
盟
の

カ
月
に
60
面
も
売
れ
た
こ
と

も
あ
り
大
忙
し
だ
っ
た
。
事

務
局
長
は
ご
く
自
然
な
成
り

行
き
で
引
き
受
け
ま
し
た
。

県
、
県
芸
術
文
化
協
会
の
新

事
業
へ
の
お
誘
い
に
は
感
謝

で
す
」。
03
年
か
ら
神
陽
楽

器
の
店
主
を
務
め
て
い
る
。

　

藤
本
さ
ん
が
サ
ポ
ー
ト
す

る
事
業
は
「
ふ
れ
あ
い
の
祭

典
―
県
民
文
化
普
及
事
業
―

ひ
ょ
う
ご
邦
楽
の
祭
典
」「
伝

統
文
化
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

心
な
方
も
い
た
。

発
表
会
で
は
『
さ

く
ら
』
を
全
員
で

見
事
に
演
奏
。
感

動
し
ま
し
た
よ
」。

ま
た
、
藤
本
さ
ん

は
県
の
事
業
と
し

て
５
年
前
か
ら
県

内
の
小
・
中
学
校

を
巡
り
先
生
方
と

事
務
局
と
し
て
も
尽
力
し
て

い
た
だ
き
大
変
心
強
い
」。

　

大
叔
父
が
神
戸
市
中
央
区

で
興
し
た
神
陽
楽
器
会
社
で

後
継
者
が
い
な
か
っ
た
た

め
、
高
校
卒
業
後
に
入
社

し
箏
や
邦
楽
と
出
合
い
ノ

ウ
ハ
ウ
を
学
ん
だ
。「
高

校
時
代
に
演
奏
会
を
手
伝

っ
た
際
、
三
宮
で
ご
ち
そ

う
に
な
っ
た
美
味
な
ス
テ

ー
キ
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
え

え
会
社
や
思
っ
て
入
っ
た

の
で
す
（
笑
）」。
箏
な
ど

邦
楽
器
の
販
売
、リ
ー
ス
、

修
理
が
仕
事
。「
入
社
し

た
当
時
は
箏
ブ
ー
ム
。
一

箏
の
糸
が
切
れ
た
た
め
、１
、

２
分
間
ほ
ど
幕
を
閉
め
て
糸

を
締
め
直
し
て
演
奏
を
続
け

た
こ
と
も
。「
何
事
も
な
く

終
演
す
る
ま
で
気
が
抜
け
ま

せ
ん
。
開
演
中
は
調
絃
室
か

ら
舞
台
そ
で
ま
で
駆
け
回

り
、
２
万
歩
は
歩
い
て
い
ま

す
ね
。
先
生
方
や
お
客
さ
ま

に
喜
ん
で
い
た
だ
く
に
は
裏

方
の
周
到
な
準
備
が
必
要
。

ミ
ス
な
く
終
え
楽
し
ん
で
く

だ
さ
る
と
私
も
幸
せ
を
感

じ
、
次
回
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
な
る
の
で
頑
張
れ
る
の
で

神戸市西区の農家の出身。
県立三木高校卒。神戸三曲
協会監事。兵庫県箏絃連
盟は１９５１年設立。会員は箏
曲関係者ら約２００人。活動
の傍ら、父・芳文さん（95）
ら家族４人で、約１㌶の田で
水稲、ハウスや畑でホーレ
ン草、キューリ、キクナな
ど季節の野菜を栽培、68歳

す
」
と
藤
本
さ
ん
。
豊
富
な

体
験
に
よ
る
自
信
か
ら
か
多

弁
で
話
し
上
手
だ
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
の
中
止

が
相
次
い
だ
昨
年
、
県
芸
術

文
化
協
会
が
新
規
事
業
と
し

て
催
し
た
「
伝
統
文
化
学
び

塾
」
箏
コ
ー
ス
が
思
い
出
深

い
。
初
心
者
の
女
性
９
人
が

７
月
末
か
ら
６
回
の
講
座
、

９
月
の
成
果
発
表
会
に
参

加
。
会
場
設
営
、
箏
10
面
の

運
搬
な
ど
を
担
っ
た
藤
本
さ

ん
は
「
講
座
で
の
稽
古
後
、

居
残
っ
て
自
主
練
習
し
た
熱

共
に
箏
の
魅
力
と
楽
し
さ
を

伝
え
続
け
て
い
る
。
訪
ね
た

学
校
は
延
べ
１
４
１
校
に
。

今
春
も
訪
ね
る
予
定
。

　

今
回
の
受
賞
や
今
後
の
活

動
に
つ
い
て
は
「
裏
方
の
私

よ
り
先
生
方
へ
の
表
彰
が
先

で
す
が
‥
。
県
箏
絃
連
盟
へ

の
賞
だ
と
思
い
受
賞
し
ま
し

た
。
感
激
で
す
。
裏
方
の
活

動
は
体
力
的
に
も
ハ
ー
ド
で

す
が
、
動
け
る
限
り
活
動
を

続
け
ま
す
。
９
月
に
開
催
予

定
の『
ひ
ょ
う
ご
邦
楽
の
祭

典
』は
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
た
い
」。

「伝統文化学び塾」箏コースで、
藤本さん（右）は講師の先生方
のお手伝いも＝昨年、兵庫県公
館和風会議室で

ル
」「
同
体
験
教
室
」「
伝
統

文
化
学
び
塾
」。
役
割
は
、

例
え
ば
邦
楽
の
祭
典
で
は
会

場
確
保
、
出
演
者
、
出
演
順
、

演
奏
曲
な
ど
の
調
整
、
案
内

状
作
成
・
配
布
、
１
面
の
重

さ
５
～
８
㌔
（
箏
）
な
ど
の

楽
器
運
搬
に
舞
台
の
進
行
管

理
、
後
片
付
け
な
ど
。
ハ
プ

ニ
ン
グ
も
あ
る
。
演
奏
中
に

箏の糸を巧みな手さばきで締め直す藤本
さん＝神戸市中央区の神陽楽器で

ひょうご邦楽の祭典

アンサンブル・フェスティバル兵庫
２０２０

詩のフェスタひょうご

ひょうご日本民謡フェスティバル

兵庫県いけばな展（神戸展）

ひょうごブラスフェスティバル２０２０

　みなさまのご意見、ご感想をお寄せ
ください。（なお、ご趣旨に沿って、文章
を修正させていただくことがあります）
★�〒650-0011 神戸市中央区下山手通

4-16-3（公財） 兵庫県芸術文化協会
「すずかけ」係へ。

FAX、eメール可★FAX ０７８· ３２１· ２１３９
eメール：�sinkoubu@hyogo-arts.or.jp

〒650-0011　神戸市中央区下山手通4-16-3　兵庫県芸術文化協会内
　TEL 078-321-2002　 FAX 078-321-2139

（加盟団体）
阪神南文化振興団体連絡協議会　　但馬文化協会
阪神北文化振興団体連絡協議会　　丹波文化団体協議会
東播磨文化団体連合会　　　　　　淡路文化団体連絡協議会
西播磨文化協会連絡協議会　　　　公益財団法人兵庫県芸術文化協会

地域文化の向上と振興を目指して

会 長　 八尾 博司

兵庫県地域文化団体協議会

　

今
年
度
の
「
ふ
れ
あ
い
の
祭

典
」
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
半
数
の
事
業

が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
中
で
も
、
出
演
者
・
観
客
の

人
数
制
限
や
、
ア
ク
リ
ル
板
パ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
使
用
、
入
場

時
の
検
温
な
ど
感
染
防
止
対
策

を
行
い
実
施
さ
れ
た
全
11
事
業

に
つ
い
て
順
次
紙
面
で
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

◆
ひ
ょ
う
ご
邦
楽
の
祭
典

【
開
催
日
】
９
月
13
日
㈰

【
会
場
】
県
立
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
阪
急
中
ホ
ー
ル

【
内
容
】
県
下
の
邦
楽
愛
好
家

に
よ
る
演
奏
と
、伝
統
文
化「
学

び
塾
・
箏
コ
ー
ス
」
参
加
者
の

成
果
発
表
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
演
７
団
体
。

◆
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
兵
庫
２
０
２
０

【
開
催
日
】
９
月
27
日
㈰

【
会
場
】
県
立
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
神
戸
女
学
院
小
ホ
ー
ル

【
内
容
】
一
般
公
募
審
査
通
過

グ
ル
ー
プ
の
演
奏
。
公
演
の
様

子
が
左
記
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ

ャ
ン
ネ
ル
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

◆
詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご

【
開
催
日
】
10
月
３
日
㈯

【
会
場
】
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル

【
内
容
】
詩
人
・
和
合
亮
一
さ

ん
の
講
演
「
Ｑ
Ｑ
Ｑ
～
震
災
十

年
へ
、
絶
対
的
質
問
を
め
ぐ
っ

て
～
」
と
、
公
募
し
た
自
作
詩

の
朗
読
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

朗
読
者
14
人
。

◆
ひ
ょ
う
ご
日
本
民
謡
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

【
開
催
日
】
９
月
20
日
㈰

【
会
場
】
新
長
田
ピ
フ
レ
ホ
ー

ル【内
容
】
県
下
の
民
謡
・
民
舞

の
会
の
成
果
発
表
と
ゲ
ス
ト
・

進
藤
聖
子
（
梅
若
朝
聖
）
さ
ん

の
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
18

団
体
の
ほ
か
、個
人
出
演
10
人
。

◆
兵
庫
県
い
け
ば
な
展
（
神
戸

展
）

【
開
催
日
】
10
月
１
日
㈭
～
６

日
㈫

【
会
場
】
大
丸
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

〈
神
戸
〉

【
内
容
】
兵
庫
県
い
け
ば
な
協

会
加
入
27
流
派
の
家
元
・
代
表

者
71
人
、
71
作
品
の
展
示
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

◆
ひ
ょ
う
ご
ブ
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
２
０
２
０

【
開
催
日
】
10
月
11
日
㈰

【
会
場
】
高
砂
市
文
化
会
館

【
内
容
】
兵
庫
県
吹
奏
楽
連
盟

加
盟
団
体
か
ら
6
団
体
と
、
昨

年
度
の
兵
庫
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
優
秀
団
体
の
神
戸
学
院
大

学
と
滝
川
第
二
高
等
学
校
の
演

奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
友
人
が
シ
ャ
ド
ウ
ボ
ッ
ク
ス

を
習
っ
て
い
る
の
で
「
す
ず
か

け
」
１
月
号
の
正
井
公
華
展
の

記
事
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
知
ら
せ
た

ら
、
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
ま
し

た
。（
西
宮
市
・
Ｉ
）

◆
「
す
ず
か
け
」
１
月
号
は
１

面
に
阪
本
千
楸
先
生
、
素
顔
拝

見
に
坪
内
稔
典
先
生
が
載
っ
て

い
て
、
元
生
徒
で
し
た
の
で
大

切
に
永
久
保
存
い
た
し
ま
す
。

（
芦
屋
市
・
Ｔ
）

実施レポート
（ 9 ・10月開催イベント）

ふれあいの祭典
県民文化普及事業

9
月
開
催
イ
ベ
ン
ト

10
月
開
催
イ
ベ
ン
ト

「すずかけ」で折り込みチラシしませんか？
展覧会・発表会・コンサート・書籍の発行など

芸術文化関係者・愛好者がターゲット！
「目立ちやすくて手に取れる広告」で効果が大きい！

折り込みチラシに関するお問い合わせは
公益財団法人兵庫県芸術文化協会文化振興部まで　☎078-321-2002



毎月 1回 1日発行 すずかけ・ ２ 月号 令和３年２月1日　⑹

ふれあいフェスティバル in 阪神北
WEBで開催

阪神間モダニズム紹介動画
配信開始

お
出
か
け
ち
ょ
っ
と
メ
モ

尼崎城

琴城ヒノデ阿免本舗琴城ヒノデ阿免本舗

尼崎市立歴史博物館尼崎市立歴史博物館

●●

●●尼崎信用金庫
世界の貯金箱博物館●
尼崎信用金庫
世界の貯金箱博物館●

●尼崎枡千●尼崎枡千

●寺町●寺町

三和本通商店街

尼崎中央商店街

庄
下
川

阪神尼崎駅

2

▼
尼
崎
城
＝
尼
崎
市
北
城
内

２７
。
元
和
３
（
１
６
１
７
）
年
、

戸
田
氏
鉄
（
う
じ
か
ね
）
が
幕

府
に
尼
崎
城
の
築
城
を
命
じ
ら

れ
た
。
明
治
６
年
（
１
８
７
３
）、

廃
城
が
決
ま
る
。
月
曜
・
１２
月

２９
日
～
１
月
２
日
休
城
日
。
大

学
生
以
上
５
０
０
円
、
小
中
高

校
生
２
５
０
円
。
阪
神
尼
崎
駅

南
東
へ
徒
歩
５
分
☎
尼
崎
城
址

（
じ
ょ
う
し
）
公
園
管
理
事
務
所

０
６
・
６
４
８
０
・
５
６
４
６

▼
尼
崎
市
立
歴
史
博
物
館
＝
尼

崎
市
南
城
内
１０
︱
２
。
９
時
～

１７
時
。入
場
無
料
。月
曜
休
館（
祝

日
の
場
合
は
翌
平
日
）。
阪
神
尼

崎
駅
南
東
へ
徒
歩
１０
分
☎
０
６
・

６
４
８
９
・
９
８
０
１

▼
寺
町
＝
尼
崎
市
開
明
町
３
丁

目
。
阪
神
尼
崎
駅
南
西
約
５
分
。

江
戸
時
代
の
城
下
町
の
雰
囲
気

を
伝
え
る

▼
尼
崎
信
用
金
庫
・
世
界
の
貯

金
箱
博
物
館
＝
尼
崎
市
西
本
町

北
通
３
︱
９３
。
１０
時
～
１６
時
。

無
料
。
月
・
祝
日
・
１２
月
２９
日

～
１
月
５
日
休
館
。
祝
日
が
土
・

日
の
場
合
は
開
館
☎
０
６
・
６
４

１
３
・
１
１
６
３

▼
琴
城
ヒ
ノ
デ
阿
免
本
舗
＝
尼

崎
市
開
明
町
１
︱
３６
。
明
治
初

期
の
創
業
。９
時
～
１8
時
。阪
神

尼
崎
駅
か
ら
南
へ
徒
歩
５
分
。

日
・
祝
日
定
休
。ヒ
ノ
デ
水
あ
め

２
６
０
㌘
１
１
０
０
円
（
税
込
み
）

☎
０
６
・
６
４
１
１
・
０
３
４
０

▼
尼
崎
枡
千
＝
尼
崎
市
神
田
中

通
４
︱
８６
。
尼
崎
中
央
商
店
街

に
あ
る
。
９
時
～
１８
時
半
。
木

曜
定
休
。
キ
ク
ラ
ゲ
の
入
っ
た

白
て
ん
１
９
０
円
、
そ
の
他
１

６
０
円
（
い
ず
れ
も
税
込
み
）
☎

０
６
・
６
４
１
１
・
０
６
９
５

尼
崎
城
（
尼
崎
市
）

今
も
謎 

戦
国
期
の
尼
崎
城
の
場
所

江
戸
時
代
思
わ
す
寺
町
か
い
わ
い

阪神南阪神北

し
く
見
え
ま
す
。

　

お
城
は
江
戸
時
代
に
建

て
ら
れ
た
も
の
を
２
０
１

９
年
３
月
、
再
建
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
た
だ
こ
の
天

守
の
あ
る
場
所
も
往
時
と
は

違
う
の
だ
と
い
い
ま
す
。
昔

の
本
丸
は
、
現
在
の
歴
史
博

物
館
・
明
城
小
学
校
に
あ
た

り
、同
小
の
一
角
に
石
碑
が

建
っ
て
い
ま
す
。

　

新
城
の
外
観
は
四
層
に
見

え
ま
す
が
、
内
部
は
五
階
建

て
で
す
。五
階

か
ら
は
市
内

が
よ
く
見
え
、

西
の
方
を
見

ま
す
と
、
お

寺
が
密
集
し

た
寺
町
が
見

え
ま
す
。

　

寺
町
か
い

わ
い
を
歩
き

ま
し
た
。
お

寺
が
軒
を
連
ね
、
角
か
ら
ひ

ょ
っ
と
お
侍
と
お
坊
さ
ん
が

顔
を
出
し
そ
う
で
す
。

　

江
戸
時
代
に
尼
崎
城
を
造

る
と
き
、
２０
の
寺
を
一
か
所

世
界
６２
か
国
の
今
と
昔
の

貯
金
箱
約
１
万
４
千
点
を

収
蔵
し
て
い
ま
す
。

　

中
国
で
は
約
２
１
０
０

年
も
前
に
青
銅
製
の
貯
金

箱
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本

の
貯
金
箱
の
ル
ー
ツ
は
と

い
う
と
縄
文
時
代
の
末
頃

に
広
が
り
ま
す
。の
ど
を
使
う

歌
手
な
ど
著
名
人
に
フ
ァ
ン

が
多
く
、料
理
の
隠
し
味
に
も

愛
用
さ
れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

か
ま
ぼ
こ
な
ど
練
り
製
品

で
知
ら
れ
る
尼
崎
枡ま
す
せ
ん千
を
訪

ね
ま
し
た
。
夕
方
に
は
ま
だ

時
間
の
あ
る
こ
ろ
で
し
た
が
、

ひ
っ
き
り
な
し
に
お
客
さ
ん

が
訪
れ
ま
す
。
キ
ク
ラ
ゲ
や

シ
ョ
ウ
ガ
入
り
を
食
し
ま
し

た
。
塩
分
を
お
さ
え
、
素
材

の
お
い
し
さ
を
生
か
し
て
い

る
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

に
行
き
ま
し
た
。

　

砂
糖
を
一
切

使
わ
ず
、
お
米

と
水
だ
け
で
水

あ
め
を
つ
く
っ

て
い
ま
す
。
美

し
い
黄
金
色
を

し
て
い
て
、は
し

に
か
ら
め
て
ほ

う
ば
る
と
、や
さ

し
い
甘
み
が
口

「あま」の歴史が学べ
る市立歴史博物館

ノドにやさしい水あめ
琴城ヒノデ阿免本舗

見飽きない世界の貯金箱

お客の絶えない尼崎枡千

冬晴れにまぶしい新・尼崎城

城下町の雰囲気漂う寺町

く
途
中
、
こ
の
尼
崎
城
に
寄

っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
で

す
が
、
こ
の
城
は
最
近
再
建

さ
れ
た
尼
崎
城
と
は
別
の
所

に
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
ど

こ
に
あ
っ
た
の
か
。

　

尼
崎
市
立
歴
史
博
物
館
に

尋
ね
ま
し
た
。
専
門
家
は
、

実
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い

の
だ
が
、
今
の
阪
神
電
鉄
大

物
駅
の
西
、
同
電
鉄
尼
崎
車

庫
の
付
近
で
は
な
い
か
と
説

明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
博
物

館
は
去
年
１０
月
、
開
館
し
ま

し
た
。
尼
崎
の
原
始
時
代
か

ら
現
代
ま
で
を
資
料
や
文
化

財
な
ど
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

再
建
さ
れ
た
お
城
に
行
き

ま
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
で
、
白
い
外
装
が
冬

晴
れ
の
青
空
に
映
え
て
ま
ぶ

に
集
め
た
そ
う
で
す
。
防
備

の
役
割
を
持
た
せ
た
の
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
で

は
１１
の
お
寺
が
３
・
９
㌶
の

区
域
に
あ
る
と
い
い
ま
す
。

　

寺
町
の
南
に
あ
る
尼
崎
信

用
金
庫
・
世
界
貯
金
箱
博
物

館
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。

に
飽
き
ま
せ
ん
。

　

尼
崎
名
産
に
認
定
さ
れ
て

い
る
琴
き
ん
じ
ょ
う
城
ヒ
ノ
デ
阿
免
本
舗

か
ら
現
れ
る
甕か
め
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
明
治
時
代
は
焼

き
物
の
貯
金
箱
が
全
盛

で
し
た
。
ひ
と
つ
ず
つ

見
て
い
る
と
、
ほ
ん
と

②
海
岸
リ
ゾ
ー
ト
に
集
ま
っ

た
ロ
シ
ア
人
の
音
楽
家
た
ち

③
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
生
み

出
し
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築

④
赤
い
屋
根
に
白
い
砂
の
世

界
⑤
阪
神
間
か
ら
世
界
へ
発

信
さ
れ
る
芸
術
と
文
化

視
聴
く
だ
さ
い
。

　

当
日
出
演
で
き
な
い
団
体

の
事
前
収
録
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
や
、
阪
神
北
地
域
で
活
動

し
て
い
る
団
体
の
取
組
な
ど

も
１
月
29
日
か
ら
先
行
配
信

さ
れ
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
２
月
７
日
㈰
13
時

30
分

【
特
設
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
】

https://w
w
w
.fureai-

festival.com

（
公
開
期
間

は
７
月
ま
で
を
予
定
）

【
問
い
合
わ
せ
】
兵
庫
県
阪

神
北
県
民
局
県
民
交
流
室
地

域
振
興
課
☎️
０
７
９
７
・
８

３
・
３
１
３
４

【
問
い
合
わ
せ
】
兵
庫

県
阪
神
南
県
民
セ
ン
タ

ー
県
民
交
流
室
県
民
・

産
業
振
興
課
☎️
０
６
・

６
４
８
１
・
４
５
５
８

阪
神
北
地
域
５
市
町
の

Ｐ
Ｒ
動
画
も
放
映
し
ま

す
。
ラ
イ
ブ
配
信
中
に

は
地
域
の
特
産
品
の
視

聴
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

　

明
治
末

期
か
ら
昭

和
初
期
に

か
け
て
地

域
に
花
開

い
た
「
阪

神
間
モ
ダ

ニ
ズ
ム
」

の
魅
力
を

紹
介
す
る

動
画
が
ユ

　

ス
ペ
シ

ャ
ル
ラ
イ

ブ
配
信
当

日
は
、
阪

神
北
地
域

で
活
躍
す

る
団
体
等

の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス

を
配
信
す

る
ほ
か
、

ー
チ
ュ
ー
ブ
「
阪
神
間
モ
ダ

馬
富
士
公
園
（
三
田
市
）
で

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
伴
い
Ｗ
Ｅ
Ｂ

上
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

ニ
ズ
ム
」
チ
ャ
ン

ネ
ル
で
配
信
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

建
築
を
軸
に
、阪
神
間
モ
ダ

ニ
ズ
ム
を
育
ん
だ
自
然
環
境

や
外
国
人
と
の
交
流
、
人
々

　

毎
年
１
回
、
兵
庫

県
内
の
各
地
域
持
ち

回
り
で
開
催
し
て
い

る
「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」。
令

和
２
年
度
は
県
立
有

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

な
ど
５
つ
の
テ
ー
マ

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

①
１
０
０
年
前
芦
屋

・
西
宮
は
一
大
ビ
ー

チ
リ
ゾ
ー
ト
だ
っ
た

　

い
ま
放
映
中
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
『
麒
麟
が
く
る
』

は
、
い
よ
い
よ
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
の
「
本
能
寺
の
変
」
へ

と
向
か
っ
て
い
ま
す
。

　

物
語
の
主
人
公
、
明
智
光

秀
が
主
君
、
織
田
信
長
に
反

逆
し
殺
し
て
し
ま
う
史
上
有

名
な
事
件
で
す
。
で
す
が
、

信
長
に
反
旗
を
翻
し
た
武
将

は
ほ
か
に
も
い
て
、
そ
の
一

人
が
荒
木
村
重
で
す
。

　

村
重
は
嫡
男
村
次
の
妻
に

光
秀
の
娘
を
迎
え
て
い
ま
す
。

光
秀
は
反
逆
の
意
志
を
示
し

た
村
重
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ

よ
う
と
、
説
得
に
行
っ
た
の

で
し
た
。
村
重
は
結
局
、
こ

れ
を
受
け
入
れ
ず
反
信
長
の

兵
を
挙
げ
ま
す
。
た
だ
、
嫡

男
に
嫁
い
だ
光
秀
の
娘
は
そ

の
前
に
、
光
秀
の
元
へ
と
返

し
て
い
ま
す
。

　

村
重
が
拠
点
と
し
た
の
が
、

有
岡
城
（
伊
丹
城
）
で
、
そ

の
支
城
の
尼
崎
城
に
は
村
次

を
配
し
ま
し
た
。
有
岡
城
に

籠
城
し
て
い
た
村
重
は
西
国

へ
毛
利
の
援
軍
を
頼
み
に
行

Vol.3．ライフスタイルが生み出し
たモダニズム建築

地域の文化情報


